
相馬市史編さん事業について

○ 刊行経緯

相馬市史編さん事業は、相馬市制施行 50 周年（平成 16 年 3月 31 日）

を記念し、相馬市のいにしえをたずね、新しい相馬市づくりと市の文化振

興に寄与するため開始されました。

本事業では、学識経験者などからなる相馬市史編さん委員を中心に、各

分野の専門家を招いて、古くは相双地方の旧石器持代からの相馬市域の

長い歴史や文化、現代に引き継がれた豊かな自然・民俗などの調査等を進

め、これまでに、通史編 2巻、資料編計 5巻、特別編 2巻のあわせて 9冊

を刊行してまいりました。

○ 刊行状況

市史を編さんする過程で蓄積した情報をいち早く市民にお示しすべく、

相馬家家臣団を取りまとめた『衆臣家譜』を刊行。

その後、専門委員による各分野の調査成果をもとに平成 24年度より相

馬市史刊行計画に則り、現在まで通史編 2巻、資料編 8巻を刊行し、令

和 5年度は通史編近世を編さん中、令和 6年度は年表を刊行予定。

平成 29 年に刊行した『相馬市史

第 9巻 特別編 2民俗』は第 41 回福

島民報出版文化賞において、自治体

誌としては初の「正賞」を受賞。

令和 5年 12 月 11 日から 12 月 25

日、ご仕法通りで令和5年11月 30

日に刊行した『相馬市史 1通史編

Ⅰ原始・古代・中世』の刊行ＰＲ

を実施。考古資料や展示パネルを

用いて掲載内容を紹介。

令 和 6 年 2 月 8 日
生 涯 学 習 部



＜ 業務内容＞

相馬市史編さん組織体系図（R5 年度）

専門部会

＜ 組織体制 ＞ 原始・古代・中世部会

編さん委員

（定数 10 名以内）

専門委員会

（定数 10 名以

内）

近 世 部 会

相馬市
近代・現代部会

相馬市教育委員会

(R5.4.1～

R7.3.31）

(R5.4.1～

R7.3.31）

自 然 部 会

事 務 局

 教育委員会 生涯学習課

文化係 市史編さん室

正職員 3 名兼室長１名＋嘱託職員 6 名）

民 俗 部 会

資料集特別編部会

編さん委員会 専門委員会 （専門部会）

事業方針の協議

（事業の方向付け）

項目・内容検討

資料調査 執 筆

調査報告書の作成

事 務 局

 調査報告書の管理  市史・資料集等の編集

 調査謝金等の算定・支給  執筆料の算定・支給

 広報

各種委員会等の管理・開催・庶務等

【刊行物一覧】

巻番号 内容 刊行年度 タイトル 巻番号 内容 刊行年度 タイトル

第 1巻 通史編 令和 5年度
相馬市史第 1巻通史編Ⅰ
原始･古代・中世

第 5巻資料編 令和 2年度
相馬市史第 5巻資料編Ⅱ

近世 1

第 2巻 通史編 令和 5年度
相馬市史第 2巻通史編Ⅱ

近世
第 6巻資料編 平成 24 年度

相馬市史第 6巻資料編Ⅲ
近世 2

第 3巻 通史編 令和 3年度
相馬市史第 3巻通史編Ⅲ

近代･現代
第 7巻資料編 平成 29 年度

相馬市史第 7巻資料編Ⅳ
近代･現代

第 4巻 資料編

平成 26 年度
相馬市史第 4巻資料編Ⅰ

原始･古代
第 8巻特別編 平成 26 年度

相馬市史第 8巻特別編Ⅰ
自然

令和 2年度
相馬市史第 4巻資料編Ⅰ

中世
第 9巻特別編 平成 29 年度

相馬市史第 9巻特別編Ⅱ
民俗

令和 6年度 相馬市史年表


